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特集:山陰地質情報展

地質図を統合して動画を作成する試み

一｢山陰の地質｣展示に関連して一

歳谷敏光～宮崎純一2)

j｡はじめに

山陰地質情報展で｢山陰の地質｣を紹介するに

当たり,地質図を統合して地質絵巻をダイナミック

に展示したいという企画が鹿野はか(六号)によっ

て提案されました.そこで,私たちは,地質調査所

が出版している5万分の1地質図幅を統合した動画

を作成することにしました.私たちは画像処理の専

門家ではなく,この試み自体まだ満足いくものでは

ありませんが,今後の展示に当たって参考になるこ

とを願って,ここではそのために行った作業や問題

点を書き留めておきます.

2｡動画作成の概要と作業環境

山陰地質情報展の｢山陰の地質｣の展示では,

三次元鳥鰍図を使った動画をスクリｰンに大きく映

して使うことにしました｡その際の映写環境として､

500MHzのPentium皿搭載ノｰトパソコン､1,024×

768ドットの解像度に対応する液晶プロジェクタｰ

及びスクリｰンの構成が考えられました｡動画ファ

イルについては,幾つかあるファイル形式の中から,

Windowsに標準で付属するWindowsMed1劉P1ay-

erなどのソフトウェアで簡単に再生表示できる,

MPEG(MovingPictureExpe触Grc岬)形式のも

のを選びました.次節で述べる工程で動画ファイル

を作成しましたが,動画ファイル作成にかかった時

間は,テストや失敗などを含めると王か月くらいで

す.筆者らにとって動画作成の作業は初めての試

みであったため,所要時間が多くなりましたが,一

連の作業に慣れてくれば,これは短縮できます.ま

た,いろいろな条件で作成した複数の動画ファイル

を映写し,それぞれを評価することも考えられまし

たが,時間不足で,実施できませんでした.

使用したパｰソナルコンピュｰタは,OSにマイク

ロソフト社のWindows2000を載せたもので,イン

テル社のPentium1400MH男2個,メモリｰ

512MB,回転速度10,000RPMのSCSIハｰドディ

スクを装備しています.動画作成用のパソコンが高

性能になるほど処理時間は短くなります.ここで利

用したパソコンの場合で,一番時間がかかる動画

作成の処理に3日ほど要しました.

動画ファイル作成に至るまでの工程で利用した

ソフトウェアは,動画作成の機能が組み込まれてい

る地理情報システム(GIS),米国Mic㌘oImag閑社

のTNTmips(バｰジョン6.3)です.

3｡動画作成に用いたデｰタ

動画作成に必要な最小限のデｰタは,地質図の

画像デｰタと地形の凹凸を表現するための標高デ

ｰタです.もし必要であれば,露頭位置や濃度分

布図などの他の情報を重ねて使うことも可能です.

3.1地質図画像デｰタ

地質図画像デｰタのもとになる地質図には,細

かな地形との関連性も観察できるように,5万分の

1縮尺の地質図を選びました.地質図画像デｰタの

種類は,ベクトルデｰタかラスタｰデｰタかの選択

ができますが,地質図(印刷図)との対応が分かり

やすく､専門家以外の見学者になじみ深い等高線,

道路や地名などの情報が読みとれることから,原

図をスキャナｰで取り込んだ画像(ラスタｰデｰタ)

を利用しました.展示に使用した動画用の地質図

画像デｰタについては,地質調査所地質情報セン

タｰ(現産業技術総合研究所地質調査情報部)で
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保存されているものを利用しました.このデｰタは,

A0版まで対応する大型スキャナｰで一度に取り込

んだTIFF形式の画像デｰタです.画像の解像度

は,文字など原図のすべての情報が読みとれるこ

と,解像度が高くなると計算時間が増えることから,

200dpiのものを選びました.使用した地質図は,

ねつ

｢美保関｣,｢米子｣,｢根雨｣,｢境港｣,｢松江｣,｢横田｣,

走ξ意いわ孤おおたおお弓ら

｢恵曇｣,｢今市｣､｢犬杜｣,｢石見大田及び大浦｣の

10図幅であり,島根半島とその南側の地域をカバ

ｰしています.

3.2標高デｰタ

.地形デｰタは,国土地理院から出版されている,

数値地図を使用しました.地形が細かく表現でき

るので,約50mのメッシュの標高デｰタで構成され

る｢数値地図50mメッシュ(標高)｣を利用しました.

4｡動画作成手順とその簡単な説明

おおよそ以下の手順に従って動画作成処理を行

いました.

(て)画像デｰタのG帽への読み込み.

(2)ジオレフアレンス処理.

(3)モザイク処理.

(4)リサンプル処理.

(5)三次元アニメｰション処理.

4.て画像デｰタのG1Sへの読み込み

ます,画像をスキャナｰで取り込み,それを

TNTmipsで取り扱うことができるようなファイル形

式に変換します.

地質図画像デｰタについては,TNTmipsのメイ

ンメニュｰ中のProcessからImport/Export...ウィ

ンドウを開き,設定値を既定値のままでImportを

選ぶと,ファイルを容易にインポｰトすることができ

ます.

標高デｰタについては,ジオレフアレンスを付加

して変換できる数値地図50mメッシュ標高変換

SML(株式会社オｰブンGIS作成)を使用して

TNTmipsにデｰタを取り込みました.

4.2ジオレフアレンス処理

これは地質図画像デｰタ上の基準となる点に緯

度経度の情報を与える処理です.野呂(1997)を参

考に官画像デｰタの四隅にジオレフアレンスを付け

ました.TNTm圭psのメインメニュｰ中のEditから

Ge鮒ef鉗ence...を選び,0bjectGeoreferencing

ウィンドウとGeoreferenceウィンドウを使用して行

いました.地質図画像デｰタ及び標高デｰ歩の地

図投影法については,本来国土地理院の5万分の

1地形図と同じUTM(Universaげ閉nwεrseMeぎ一

CatOr:ユニバｰサル横メルカトル)図法を選ぶべき

ところですが,動画展示のための便宜的な手段と

してLatitude/Longitudeを指定しました.

4.3モザイク処理

これは,GISの中で,いくつもの地質図画像デｰ

タを集めて一つに統合する処理です.TNTm1psで

は,モザイク処理を行わなくてもジオレフアレンスを

付けていれば張り合わされて表示されますが,多

くの画像デｰタファイルをモザイク処理せずにこの

後の処理を行うと,複数の画像レイヤｰの操作が

複雑になってきます.また,不具含が生じた場合に

は,どの画像ファイルに起因するのかの確認に手間

取ることになります.

地質図画像デｰタと標高デｰタのそれぞれにつ

いて統合した結果を第1,2図に示します.どちらも

TNTmipsのメインメニュｰ中のProcessからRaster

のMosaic...を選び,モザイクするデｰタを指定し

て,モザイク処理を行いました.その際に,Out叫t

の設定については,OutputRasterTypeのN舳

ValueをSetにして,;ントラストの設定のところで

は,MatchingModelをNoneに選び直しました岨

前者の設定を行わないと,モザイク処理後に,四角

形のラスタｰ画像ができますが,地質図の欠如する

地域の部分(空自部分)が黒く表示されます.この

設定は,空自の部分を透明にできるようにヌル値

の設定を行うためのものです.後者の設定につい

ては,標高デｰタをモザイク処理した場合に,グレ

ｰ階調のラスタｰ画像間のコントラストが異なるの

を避けるために行いました.

4.4リサンプル処理

これば標高デｰタに対して,ラスタｰのセル･サ

イズの値を調整する処理です.

約50mのメ･ソシュの標高デｰタをそのまま使って
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第1図統合された地質図繭像曲大型のスキャナｰで読

み込まれた画像王O枚を集めて1枚にしたラスタｰ

形式の地質図画像.

第2図統合された標高デｰタ画像.地質図に対応させ

て統合されたラスタｰ形式の画像｡

動画を作成すると,動画を大きく写したときに,山

体など地形の輪郭が角張って不自然に表現されま

す.セル･サイズを小さく設定してリサンフリングす

ることによって自然な輪郭が得られます.ここでは

ウィンドウ上で約50mから約10mのセル･サイズに

変更することにしました.セル･サイズの値を小さく

すると,動画の画像はなめらかで自然に見えます

が,パソコンで動画を作成するときに処理時間がか

かり,作成される動画ファイルのファイル容量も大

きくなります.リサンブル処理するには､TNTmips

のメインメニュｰ中のPmcessからRasterのResam.

pleのMama1...を選び葺RぬtiveC釧S1zeのとこ

ろで亙nputに対するO耐叩tのセル･サイズの比率を

決めた上でOutputのLinesとColumns値を入力す

れば良いのです.前述の10mのセル･サイズは

50mの工/5に相当するので,LinesとCo1umnsの両

方にO.2を入力することになります.

遜串暮三次元アニメｰション処理

TNT㎜1psの三次元シミュレｰション機能を使い,

地質図画像デｰタと標高デｰタをもとに三次元鳥

鰍図アニメｰションを作成しました｡

TNTmipsのDisp1aySpatia1DataからNew3D

Simulationを選び,Simu1州｡nControlsウィンド

ウを開き,Layersパネルの中で動画を作成するた

めの画像ファイルを選びました.選んだ画像ファイ

ルはレイヤｰとして重ねて配置されます.レイヤｰ

が重なる順序を第3図に示しました.一番下の地

形レイヤｰは標高デｰタを使用しており,地形の凹

凸を表現するためのものです.ここでは,AddSur-

face...で標高デｰタを選びました.次の陰影図画像

レイヤｰには地形図の陰影を付加するために,Add

Raster...で標高デｰタを選び,その上の地質図画

像レイヤｰに地質図を載せました.さらに,海域と

海域画像レイヤｰ

陰影図画像レイヤ

地形レイヤｰ

第3図

レイヤｰの重ね合わせ順序.地形レイヤｰと陰影

図画像レイヤｰには標高デｰタを利用していま

す.地質図画像レイヤｰの透明度は30に設定し

ました.海域用の海域画像レイヤｰは,50mメッ

シュの標高デｰ便をもとに,標冨約0mの領域か

ら作成したベクトル形式の画像です.この海域画

像レイヤｰは,TNTmipsのFeatureMapの機能

を利用して作成しました.

地質ニュｰス560号�
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陸域の区別がつくように,海域を示すベクトルデｰ

タを作り,一番上に海域画像レイヤｰとして載せま

した.陰影図画像レイヤｰの陰影起伏情報に標高

デｰタを利用してShadedRe11ef(陰影起伏)効果

を働かせました.地質図画像レイヤｰのレイヤｰ･

リストのアイコン･ボタンをクリックして地質図画像

デｰタの透明化の程度についての下閉n卵arεηcy

値を30に設定しました珊

TNTmipsのほとんどの設定瞳は既定植としまし

た.SimulationCo耐mlsウィンドウのMctionを

Path,.ViewerのHe1ghtModeをConstantAlti-

tude,HeightVa1雌を五,000m,PitchAngleを

一ユ5度で一定の標高で飛行するように設定して,

Overheadyiewの画面を見ながら,飛行経路を入

力しました.またRecordMovieウィンドウの設定値

は,再生時間約6分,フレｰムの横幅320ピクセル,

高さ240ピクセル,フレｰムレｰトは24フレｰム/sec

としました.この三次元アニメｰシ嚢ン処理に必要

な時間とのかねあいから,動画再生時間を5-6分

程度としました.TNTmipsの場合､動繭の中に位

置の情報を合わせて表示させることも可能です.

した(第4図).パソコンに負担がかかりますが,今

回の設定よりも解像度を上げることが必要でしょ

う.また,MP亙G形式に圧縮したため,オリジナル

の動画に比べると,画質は落ちています(第5図)｡

とくに一部の画像中に不要なノイズが目立ちました

が,ノイズの除去炸薬は,時間が限られていたた

め,実現できませんでした､動画を見学用に使用

するには作成時に工夫が必要ですが,オリジナル

の画像デｰタを観察する際には菅画質についての

問題はありません.オリジナル画像から表示される

山の稜線はなだらかに表現され,不自然な凹凸は

ほとんど表れません(第6図)｡

G亙S処理して得られた動画は言飛行しながら,仮

想地形を観察するという疑似体験を与えるもので

す.地質図を動画化したときの主な利点として,以

下のものが考えられます.

5｡結果

今回の展示で作成した動画の動養は,映写した

パソコンで使った限りでは,アニメｰションが途中

で静止することなく終始スムｰズでした｡解像度に

関しては,モニタｰでは気にならない程度でも,ス

クリｰンで映写すると,蔵素が冒立つ印象を受けま

一

策4図島根半島中部付近の画像.

2001年4月号

錦s畷圧縮される前の動画画像と圧縮後の動画画像の

違い.

aは圧縮書れる前の動画画像.

bはMPEG形式の圧縮ファイルの動画画像.フレｰ

ムのサイズは320×240ピクセル.

cはAW(如伽一yid的玉nter-eaved)形式の動画画

像｡フレｰムのサイズはηO×576ピクセル.bに

比べて慧れいな画像ですが､動画を見るには高

性能のパソコンが必要です.�
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第6図TNTmipsで見たいくつかの地域の鳥鰍図｡乱画像はすべて圧縮前のものを使用しました.

aは中海から松江市方向を屍た鳥鰍図.bは米子市南方の島11馴望1.cは松江市から玉湯町方向を兄た

鳥鰍図由dは宍道湖から出雲市方肉を兎た島11敢図.eは神西湖南方から見た島根半島西部周辺の島1腋

図.fは島根半島中央部付近の鳥鰍図.

(1)さまざまな操作や設定が可能です.

動画を観察するときに,必要匁角度からの

観察,中断,停止､巻き戻し,繰り返し操作

などが簡単に行えます｡また,航空写真と違

ってReliefShad1鴫の光源のセッティングが自

由にできます.例麦は国内では北西方向から

陽が当たることはあり産ませんが,GIS上では

簡単に光源の方向を変更できます.Re1ief

Sb該dingを使用すると地形の凹凸が分かりや

すくなりますが,リニアメントなどの観察時に､

特徴がよく表現される適当な光源の方向を選

んで､観察することが可能です.
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(2)地質と地形との関係を細部にわたるまで詳

しく観察でき,視野を広げることも可能です.

全体の観察が容易にでき,視野を変えるこ

とができますので,視覚に訴えやすくなります.

印刷図を張り合わせると大変大きくなるもので

すが,容易に全体が見通せ,部分の拡大縮小

が自由にできるようになります.対象物とその

周りの風景が目に入ってくるので臨場感も感

じられます.

(3)計算で得られた地形は,仮想地形であるも

のの,地形図とよく一致していて,現状では人

工構造物や植生などのために地形の凹凸が分

かりにくくなっている地域でも観察しやすいの

です.

6｡おわりに

山陰地質情報展では,動画用に横幅1.6mほど

のスクリｰンが用意され,動画ファイルは,1,024×

768ドットの解像度に設定されたWindowsノｰトパ

ソコンから,液晶プロジェクタｰで大きく映し出され

ました.このスクリｰンの利用は効果的であって,

映写された画像が陰極線管を使ったモニタｰで表

示されるサイズよりもはるかに大きくなり,臨場感が

感じられました.前述のように動画のフレｰムのサ

イズは320×240ピクセルでしたので,解像度が不

十分なように感じられました.恐らくアニメｰション

を見慣れた一般の人々にとって稚拙に映ったかも

しれません.また専門家にとっても,画像が粗くノ

イズで見つらかったように思われます.しかしなが

ら｡これは,限られた短い時間内で準備するため

に妥協せざるを得なかったからであって,動画の画

質に関する問題は経験と時間があれば必ず解決で

きるものです.

でき上がった結果は,私たちにとって常識として

理解できているはずでした.しかし,実際に完成し

てみると,結果から教えられることの方がたくさん

ありました.この動画の対象は専門家以外の方を

想定していましたが,一番大きな収穫を得たのは

筆者らであったかもしれません.私たちは,このよ

うな展示が,わかりやすい地質表現の方法の一つ

として,地質学分野でいろいろ利用されることを期

待したいと思います.

動画作成には地質調査所地質情報センタｰで保

管されている画像ファイルを使用しました.地質情

報センタｰ11畑晶氏,元地質調査所安田聡氏

には,画像入力に関して便宜をはかって頂きまし

た.株式会社オｰプンGISの輸座利彦氏にはTNT

mipsの操作法やGIS用語の定義などについて助言

頂きました.ここに御礼申し上げます.

本文に記述されている会社名,商品名は各社の

商標または登録商標で,これらを推奨するものでは

ありません.
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